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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS B 7525-3:2013 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 7525 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 7525-1 第 1 部：密度浮ひょう 

JIS B 7525-2 第 2 部：液化石油ガス用浮ひょう型密度計 

JIS B 7525-3 第 3 部：浮ひょう型比重計 
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浮ひょう－第 3 部：浮ひょう型比重計 

Hydrometers-Part 3: Specific gravity meters 

 
序文 

この規格の附属書 B 及び附属書 C には，浮ひょう型比重計が計量法の特定計量器として要求される要件

のうち，構造及び性能に関わる技術上の基準及び試験方法を規定する。この附属書の適合だけをもって計

量法で定める検定に合格したことにはならない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，比重を指示するように目盛られた比重浮ひょう，重ボーメ度の範囲を指示するように目盛

られた重ボーメ度浮ひょう及び日本酒度の範囲を指示するように目盛られた日本酒度浮ひょう（以下，浮

ひょう型比重計という。）について規定する。ただし，温度計付き浮ひょう型比重計は除く。 

なお，取引又は証明用の浮ひょう型比重計は，附属書 B 及び附属書 C を適用する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7616:2013 重錘形圧力天びんの使用方法及び校正方法 

JIS Z 8103 計測用語 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 8103 によるほか，次による。 

3.1 

標準温度 

浮ひょう型比重計に目盛を目盛るときに標準とする温度（t）。 

3.2 

標準とした水の温度 

比重の値を定めるときに標準とする水の温度（t0）。 

3.3 

上縁視定 

浮ひょう型比重計の目盛を読むときに，メニスカスの頂点で読む読み方。 

3.4 

水平面視定 


